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変更履歴 

版数 変更日 変更項番 変更内容 

第 1.0 版 2016/3/10 － 初版 

第 1.1 版 2016/3/18 6.3 KMZ の出力仕様を追加。 

第 1.2 版 2016/6/14 2、4.5 GCOM-W プロダクトの KMZ の出力条件を追加 

第 2.0 版 2016/11/26 2 

表１ 

全球降水観測衛星（GPM）プロダクトの変換元

フォーマットに Binary を追加。 

水循環観測衛星（GCOM-W）プロダクトの出力

フォーマットに NetCDF を追加。出力条件を変

更。 

第 2.0 版 2016/11/26 4.2 カラーバー設定画面における手順を追加。 

第 2.0 版 2016/11/26 4.5 カラーバー設定ボタンを追加。 

第 2.0 版 2016/11/26 4.6 カラーバー設定画面の説明を追加。 

第 2.0 版 2016/11/26 6.1 出力ファイルに NetCDF を追加。 

第 2.0 版 2016/11/26 6.3.2 出力値の設定内容を変更(KMZ のカラー化対

応) 

第 2.0 版 2016/11/26 8.1.1 全球降水観測衛星（GPM）プロダクトに GSMaP 

Daily Rainfall in 0.25、0.1-deg(Binary)を

追加。 

第 2.0 版 2016/11/26 8.2 カラーバー(カラーマップ)の記載を追加。 

第 2.0 版 2016/11/26 - 本書 8.1 章を付録 A に移動。 

第 2.0 版 2016/11/26 - 本書 8.2 章を付録 B に移動。 

第 3.0 版 2017/6/20 4.5 

図 5 

DPR Daily L3 の出力ファイルに KuNS を追加。 

第 3.0 版 2017/6/20 4.1 ツールのバージョンを変更「2.0」→「3.0」 

第 3.0 版 2017/6/20 4.2、4.3 誤記修正「Run」→「Exec」 

第 3.1 版 2017/7/21 4.1 ツールのバージョンを変更「3.0」→「3.1」 

第 3.1 版 2017/7/21 － GSMAP のバイナリデータの読込処理にて、1 件

毎にメモリ解放を行っていなかったため、複

数件の変換を行うと使用メモリが増加して異

常終了となるバグを修正。 

第 3.1 版 2017/7/21 付録 B 

1.1.4 

誤記修正「GSMaP Monthly L3」→「DPR Monthly 

L3」 

第 3.2 版 2019/7/29 6.4 リンク先を修正。 

第 3.3 版 2019/9/24 5.1,5.2 リンク先を修正。 

第 4.0 版 2020/3/12 1 説明の変換元と変更先に Aqua プロダクトと

NetCDF 形式を追加。 

第 4.0 版 2020/3/12 2 変換対象プロダクトに Aqua プロダクトを追

加。 

第 4.0 版 2020/3/12 4.1 ツールのバージョンを変更「3.1」→「4.0」 

第 4.0 版 2020/3/12 4.1,4.2,4.3,4.5 Aqua プロダクトを追加に伴い、修正した画面

を追加。 

第 4.0 版 2020/3/12 5.1,5.2 Aqua プロダクトを追加に伴い、リンク先を修

正。 

第 4.0 版 2020/3/12 6.1 Aqua プロダクトを追加に伴い、出力ファイル

を修正。 



 

第 4.0 版 2020/3/12 6.2,6.3 Aqua プロダクトを追加に伴い、ヘッダ部出力

仕様、KMZ 出力仕様を修正。 

第 4.0 版 2020/3/12 7.1,7.2 Aqua プロダクトを追加に伴い、画像ビュー

ワー及び GIS ソフトウェアでの利用事例を修

正。 

第 5.0 版 2021/3/29 1 ツールの対象として、GCOM-C プロダクトを追

加。 

第 5.0 版 2021/3/29 表 1 変換対象プロダクト一覧に GCOM-C プロダクト

を追加。 

第 5.0 版 2021/3/29 3 対応 OS から Windows8 を削除。 

第 5.0 版 2021/3/29 4.1  ツールのバージョンを変更。 

v4.0→v5.0 

第 5.0 版 2021/3/29 4.2⑥ GCOM-C プロダクトの出力についての注釈を追

加。 

第 5.0 版 2021/3/29 5.1  GCOM-C プロダクトの入力ファイルの入手先追

加。 

第 5.0 版 2021/3/29 5.2  GCOM-C プロダクトの入力ファイルのフォー

マットのリンク先を追記。 

第 5.0 版 2021/3/29 6.1  GCOM-C プロダクトの出力ファイル名を追加。 

第 5.0 版 2021/3/29 6.2.1  

表 12 

GCOM-C プロダクトのヘッダ部の出力仕様を追

加。 

第 5.0 版 2021/3/29 6.2.2  GCOM-C プロダクトのデータ部の出力仕様を追

加。 

第 5.0 版 2021/3/29 7 GCOM-C プロダクトの利用事例を追加。 

第 6.0 版 2021/10/28 4.1  GPM/DPR プロダクトのバージョンアップ（V7）

改修に伴い、ツールのバージョンを変更。 

v5.0→v6.0 

第 7.0 版 2024/9/27 3 Windows11 対応に伴い、対応 OS に Windows11

を追加。 

第 7.0 版 2024/9/27 4.1 Windows11 対応に伴い、ツールのバージョンを

変更。V6.0→v7.0 
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はじめに 

本書は、地球観測衛星プロダクトフォーマット変換ツール(GUI)（以下「本ツール」）のユーザ

向け利用ガイドです。 

本ツールは HDF5/HDF4/バイナリ形式の全球降水観測衛星（GPM）プロダクト、水循観測衛星（GCOM-

W）プロダクト、JASMES プロダクト、地球観測衛星（Aqua）プロダクト、気候変動観測衛星（GCOM-

C）プロダクトを GeoTIFF 形式、KMZ 形式、NetCDF 形式に変換するツールです。 

 

HDF5/HDF4/バイナリ形式は複数のデータを 1 ファイル内に保存できる点や、容量効率が良い点な

どで優れていますが、データを参照するためには特定のソフトウェアやライブラリをインストール

する必要があります。また、HDF5/HDF4/バイナリ形式のプロダクトを読み込める GIS ソフトウェア

は限られています。（図 1） 

 

 

図 1 地球データプロダクトフォーマット変換ツールなしのデータ利用イメージ 

 

本ツールによって HDF5/HDF4/バイナリ形式のプロダクトを GeoTIFF 形式や KMZ 形式、NetCDF 形

式に変換することで、一般的な画像ビューワーや GIS ソフトウェア（Arc GIS、QGIS、Google Earth

等）にて参照、分析、編集することができるようになります。地球観測データを容易に利用ができ、

さらに用途の幅が広がることが期待できます。（図 2） 

 

 

図 2 地球データプロダクトフォーマット変換ツールありのデータ利用イメージ 
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変換対象プロダクト 

変換対象のプロダクトを表 1 に示します。 

 

表 1 変換対象プロダクト一覧 

変換対象プロダクト(*1) 
変換元 

フォーマット 
出力フォーマット 

全球降水観測衛星（GPM）プロダクト 
HDF5 

Binary 

GeoTIFF  

KMZ 

水循環観測衛星（GCOM-W）プロダクト HDF5 

GeoTIFF 

TIFF + TEXT(*2) 

KMZ 

NetCDF 

JASMES プロダクト 
HDF4 

Binary 

GeoTIFF 

KMZ 

地球観測衛星（Aqua）プロダクト HDF5 

GeoTIFF 

TIFF + TEXT(*2) 

KMZ 

NetCDF 

気候変動観測衛星（GCOM-C）プロダクト HDF5 GeoTIFF 

*1 変換対象プロダクトの詳細については、「付録 A」を参照。 

*2 L1、L2 プロダクトのみ対象。 

 

対応 OS 

本ツールに対応している OS の一覧を以下に示します。 

➢ Windows 11、Windows 10 

 

  



 

操作説明 

本ツールのインストール手順を「4.1 項」に、簡易手順を「4.2 項」に、各画面の詳細な説明を

「0 項～4.5 項」に示します。 

 

ツールインストール手順 

① FormatConversionTool_Setup v7.0.exe を実行します。 

② 以下のダイアログが表示されるため、「はい」ボタンを押下します。 

 

③ .NET Framework、Visual C++ 14 Runtime Libraries(v142)がインストールされていない場合、

以下のダイアログが表示されるため、「インストール」ボタンを押下します。インストール後

に再起動が必要になる場合があります。 

 

④ インストーラのトップページにて、「次へ」ボタンを押下します。（再起動した場合には、①

の実施が必要となります。） 

 

⑤ インストーラのインストールフォルダの選択画面にて、インストールフォルダを指定して「次

へ」ボタンを押下します。 



 

 

⑥ インストーラの確認画面にて、「次へ」ボタンを押下します。 

 

⑦ インストール完了後、完了画面にて、「閉じる」ボタンを押下します。 

 

 

 

  



 

フォーマット変換手順（簡易） 

① メニューより、FormatConversionTool.exe を実行し、ツールを起動します。 

 

 

② メイン画面の「オプション」ボタンを押下し、オプション画面にて出力ファイルの投影法、物

理量、物理量プレフィクスを設定します。（省略可） 

 

  

投影法選択

物理量選択

プレフィクス入力



 

 

③ オプション画面の「Color bar Setting」ボタンを押下し、カラーバー設定画面にて、KMZ 出力

時のカラーバー(カラーマップ)を設定します。（省略可） 

 

 

④ メイン画面にて、出力フォーマット(GeoTIFF、KMZ、TIFF＋TEXT、NetCDF)を選択します。 

  

 

  



 

 

⑤ メイン画面にて、入出力フォルダを選択します。 

  

  



 

 

⑥ メイン画面の入力ファイルリストより、変換対象ファイルを選択(複数可)して「Exec」(実行

ボタン)を押下します。 

 

※GCOM-C プロダクトについては、サイズが大きいためファイル出力に時間が掛かります。

Information に complete が表示されるまでお待ち下さい。 

オプション画面にて、Target を絞ることで出力時間を短縮できます。 

 

 

⑦ 出力フォルダにフォーマット変換後のファイルが出力されます。（完了） 

 

  

 



 

メイン画面（トップ画面） 

本画面は、選択要素を元にフォーマット変換を実行する画面です。 

入力ファイル、出力フォーマット、出力フォルダを選択して、「Exec」(実行ボタン)を押下する

と、出力フォルダにフォーマット変換されたファイルが出力されます。 

メイン画面の画面イメージを図 3 に、画面要素の説明を表 2 に示します。 

 

図 3 メイン画面（トップ画面）イメージ 

表 2 メイン画面（トップ画面）要素 

No. 名称 説明 

 1 出力フォーマット 

選択チェックボックス 

出力ファイルのフォーマット(GeoTIFF、KMZ、TIFF+TEXT、NetCDF)を選択します。 

 2 入力フォルダ 

選択ボタン 

フォルダ選択画面を開きます。 

 3 入力フォルダ 

ボックス 

フォルダ選択画面にて選択したフォルダパスを表示します。 

（直接入力も可能） 

 4 入力ファイルリスト ドラッグ＆ドロップによるリストへの追加が可能です。 

Ctrl、Shift を利用した複数ファイルの選択が可能です。 

選択したフォルダパスに存在するファイルリストを表示します。 

 5 出力フォルダ 

選択ボタン 

フォルダ選択画面を開きます。 

 6 出力フォルダ 

ボックス 

フォルダ選択画面にて選択したフォルダパスを表示します。 

（直接入力も可能） 

 7 出力ファイルリスト 入力ファイルリストからのドラッグ＆ドロップによる変換実行が可能です。 

ファイルを選択して、ファイル名の変更が可能です。 

選択したフォルダパスに存在するファイルリストを表示します。（黒字） 

変換後に作成された出力ファイルを表示します。（赤字） 

 8 実行ボタン 変換処理を実行します。入力ファイルと出力フォーマットを元に出力フォルダに

変換後ファイルを出力します。 

 9 キャンセルボタン 変換処理を中断します。 

10 オプションボタン オプション画面を開きます。 

11 ヘルプボタン ヘルプ画面を表示します。 

12 クローズボタン ツールを終了します。 

13 インフォメーション 

ボックス 

動作ログ、エラーを表示します。 

 

①

②
③

④

⑤
⑥

⑦

⑧ ⑨

⑩ ⑪

⑫

⑬



 

フォルダ選択画面 

本画面は、フォルダを選択する画面です。選択したフォルダをメイン画面の入力フォルダ、出力

フォルダに反映されます。 

フォルダ選択画面の画面イメージを図 4 に、画面要素の説明を表 3 に示します。 

 

 

図 4 フォルダ選択画面イメージ 

 

表 3 フォルダ選択画面要素 

No. 名称 説明 
 1 フォルダ選択ボックス 入出力フォルダを選択します。 

 2 OK ボタン フォルダ選択画面を閉じます。 

メイン画面の入出力フォルダボックスに選択しフォルダパスを表示し、配

下のファイル一覧を入出力ファイルリストに表示します。 

 3 キャンセルボタン フォルダ選択画面を閉じます。 

 

  

①

② ③



 

オプション画面 

本画面は、出力ファイルの投影法、対象物理量、物理量プレフィクス(出力ファイルの末尾文字

列)を設定する画面です。メイン画面の変換実行時、本画面にて設定した内容に従いフォーマット

変換処理を行います。 

オプション画面の画面イメージを図 5、図 6、図 7、図 8 に、画面要素の説明を表 4 に示しま

す。 

 

 

図 5 オプション画面(GPM タブ)イメージ 
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図 6 オプション画面(GCOM-Wタブ)イメージ 
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図 7 オプション画面(JASMES タブ)イメージ 
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図 8 オプション画面(AQUAタブ)イメージ 
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図 9 オプション画面(GCOM-Cタブ)イメージ 
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表 4 オプション画面要素 

No. 名称 説明 
 1 プロダクト選択タブ オプション設定するプロダクト（GPM、GCOM-W、AQUA、JASMES、GCOM-C）を選択し

ます。 

 2 GeoTIFF 出力投影法 GeoTIFF 出力時の投影法（等緯度経度図法、ポーラステレオ図法）を選択します。 

ポーラステレオ図法選択時は、出力対象領域（北半球＆南半球、北半球、南半球）

を選択します。 

 3 KMZ 出力投影法 KMZ を出力可能なプロダクトは L3 プロダクトのみです。 

KMZ 出力時の投影法は等緯度経度図法のみです。 

4 カラーバー設定ボタ

ン 

カラーバー設定画面を開きます。 

 5 出力物理量 出力対象とする物理量を選択します。 

 6 出力物理量 

プレフィクス 

物理量毎のプレフィクスを入力します。ここで設定した文字列を利用し、出力

ファイルを命名します。 

出力ファイル名：入力ファイル(拡張子なし)＋_プレフィクス＋.tif または.kmz 

 7 保存ボタン オプション画面で設定した内容を保存し、画面を閉じます。 

 8 クローズボタン 画面を閉じます。 

 

カラーバー設定画面 

本画面は、KMZ 用のカラー画像を出力する際に利用するカラーバー(カラーマップ)を設定する画

面です。Default を設定することで、推奨のカラーバーを設定します。また、Custom を設定するこ

とで、任意のカラーバーを設定が可能となります。 

カラーバー設定画面の画面イメージを図 10 に、画面要素の説明を表 5 に示します。 

 

 

図 10 カラーバー設定画面イメージ 
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表 5 カラーバー設定画面要素 

No. 名称 説明 
 1 カラーバー種別選択 カラーバー種別（Default、Custom）を選択します。 

Default を選択することで、推奨のカラーバーを設定します。（付録 B 参照） 

Custom を選択することで、任意(2～5 の設定)のカラーバーを設定します。 

 2 カスタムカラーバー

最小値 

カスタムカラーバー最小値を設定します。 

 3 カスタムカラーバー

最大値 

カスタムカラーバー最大値を設定します。 

4 カスタムカラーバー

タイプ選択 

カスタムカラーバーのタイプ（Linear、Log）を設定します。 

 5 カスタムカラーバー

無効値 

カスタムカラーバーの無効値を設定します。無効値は透明となります。 

カンマ区切りにて、複数設定可能です。 

例）-3000、-10、3000 を無効値とする。 

-3000,-10,3000 

_(アンダーバー)にて、範囲指定可能です。 

例）-3000 以下、-10、3000 以上を無効値とする。 

_-3000,-10,3000_ 

 6 保存ボタン カラーバー設定画面で設定した内容を設定し、画面を閉じます。 

 7 クローズボタン 画面を閉じます。 

 

ヘルプ画面 

本画面は、本ツールの簡易的な操作手順を説明する画面です。 

ヘルプ画面の画面イメージを図 11 に示します。 

 

図 11 ヘルプ画面イメージ 



 

  

入力ファイル 

入力ファイルの入手先 

➢ 全球降水観測衛星（GPM）プロダクト 

G-Portal - ホーム - 

https://gportal.jaxa.jp/gpr/  

 

➢ 水循環観測衛星（GCOM-W）プロダクト 

G-Portal - ホーム - 

https://gportal.jaxa.jp/gpr/  

 

➢ JASMES プロダクト 

JASMES Portal TOP 

  http://kuroshio.eorc.jaxa.jp/JASMES/index_j.html 

 

➢ 地球観測衛星（Aqua）プロダクト 

G-Portal - ホーム - 

https://gportal.jaxa.jp/gpr/  

 

➢ 気候変動観測衛星（GCOM-C）プロダクト 

G-Portal - ホーム - 

https://gportal.jaxa.jp/gpr/  

 

入力ファイルのフォーマット 

➢ 全球降水観測衛星（GPM）プロダクト 

https://www.eorc.jaxa.jp/GPM/archives.html 

 

➢ 水循環観測衛星（GCOM-W）プロダクト 

https://gportal.jaxa.jp/gpr/information/tool/#GCOM-W1 

 

➢ JASMES プロダクト 

http://kuroshio.eorc.jaxa.jp/JASMES/doc_index_j.html 

 

➢ 地球観測衛星（Aqua）プロダクト 

https://gportal.jaxa.jp/gpr/information/tool/#AQUA 

 

➢ 気候変動観測衛星（GCOM-C）プロダクト 

https://shikisai.jaxa.jp 

 

https://gportal.jaxa.jp/gpr/
https://gportal.jaxa.jp/gpr/
http://kuroshio.eorc.jaxa.jp/JASMES/index_j.html
https://gportal.jaxa.jp/gpr/
https://gportal.jaxa.jp/gpr/
https://www.eorc.jaxa.jp/GPM/archives.html
https://gportal.jaxa.jp/gpr/information/tool/#GCOM-W1
http://kuroshio.eorc.jaxa.jp/JASMES/doc_index_j.html
https://gportal.jaxa.jp/gpr/information/tool/#AQUA
https://shikisai.jaxa.jp/


 

出力ファイル 

出力ファイル名 

出力形式毎の出力ファイルの命名規則について以下に示します。 

➢ GeoTIFF 

⚫ 等緯度経度投影法  

GPM プロダクト、GCOM-W L3 プロダクト、JASMES プロダクト、Aqua L3 プロダクト 

（入力ファイル名[拡張子なし] ）_（物理量プレフィクス）.tif 

GCOM-W L1、L2 プロダクト、Aqua L1、L2 プロダクト、GCOM-C プロダクト 

（入力ファイル名[拡張子なし] ）_（物理量プレフィクス）_proj.tif  

 

⚫ ポーラーステレオ投影法 北半球  

（入力ファイル名[拡張子なし] ）_（物理量プレフィクス）_N.tif 

 

⚫ ポーラーステレオ投影法 南半球 

（入力ファイル名[拡張子なし] ）_（物理量プレフィクス）_S.tif 

 

➢ TIFF ＋ 位置情報テキスト 

⚫ 等緯度経度投影法  

（入力ファイル名[拡張子なし] ）_（物理量プレフィクス）.tif 

（入力ファイル名[拡張子なし] ）.txt 

 

➢ KMZ 

⚫ 等緯度経度投影法 

（入力ファイル名[拡張子なし] ）_（物理量プレフィクス）.kmz 

 

➢ NetCDF 

⚫ 等緯度経度投影法  

（入力ファイル名[拡張子なし] ）_（物理量プレフィクス）.nc 

 

⚫ ポーラーステレオ投影法 

（入力ファイル名[拡張子なし] ）_（物理量プレフィクス）.nc 

 

※物理量プレフィクス：オプション画面の出力物理量プレフィクス(図 5⑥、図 6⑥、図 7⑥、図 8⑥)

に入力した値 

  



 

 

GeoTIFF 出力仕様 

ヘッダ部 出力仕様 

A) 全球降水観測衛星（GPM）プロダクト 

全球降水観測衛星（GPM）プロダクトのヘッダ部に設定しているタグと設定値を表 6 に示し

ます。 

表 6 GPM プロダクトの GeoTIFF ヘッダ部のタグ設定値一覧 

No. タグ名 設定値 

1 TIFFTAG_ImageWidth ピクセル数 

2 TIFFTAG_ImageLength ライン数 

3 TIFFTAG_BitsPerSample 32 

4 Compression Uncompressed 

5 TIFFTAG_PhotometricInterpretation BlackIsZero 

6 TIFFTAG_SamplesPerPixel 1 

7 TIFFTAG_SampleFormat Floating Point 

8 ModelPixelScaleTag GSMap Hourly L3：0.1, 0.1, 0.0 

GSMap Monthly L3：0.1, 0.1, 0.0 

DPR Daily L3：0.25, 0.25, 0.0 

DPR Monthly L3：0.25, 0.25, 0.0 

9 ModelTiePointTag GSMap Hourly L3：0.0, 0.0, 0.0, -180.0, 90.0, 0.0 

GSMap Monthly L3：0.0, 0.0, 0.0, -180.0, 90.0, 0.0 

DPR Daily L3：0.0, 0.0, 0.0, -180.0, 67.0, 0.0 

DPR Monthly L3：0.0, 0.0, 0.0, -180.0, 67.0, 0.0 

10 GTModelTypeGeoKey ModelTypeGeographic 

11 GTRasterTypeGeoKey RasterPixelIsArea 

12 GeographicTypeGeoKey GCS_WGS_84 

13 GeogAngularUnitsGeoKey Angular_Degree 

 

B) 水循環観測衛星（GCOM-W）プロダクト 

水循環観測衛星（GCOM-W）プロダクトのヘッダ部に設定しているタグと設定値を表 7、表 8

に示します。 

表 7 GCOM-W プロダクトの GeoTIFF ヘッダ部のタグ設定値一覧（等緯度経度図法） 

No. タグ名 設定値 

1 TIFFTAG_ImageWidth ピクセル数 

2 TIFFTAG_ImageLength ライン数 

3 BitsPerSample 16 

4 Compression Uncompressed 

5 TIFFTAG_PhotometricInterpretation BlackIsZero 

6 TIFFTAG_SamplesPerPixel 1 

7 TIFFTAG_SampleFormat L1A：Signed Integer 

L1B：Unsigned Integer 

L2 高解像度：Signed Integer 

L2 低解像度：Signed Integer 

輝度温度：Unsigned Integer 

物理量：Signed Integer 

8 ModelPixelScaleTag L1A：0.1, 0.1, 0.0 

L1B：0.1, 0.1, 0.0 

L2 高解像度：0.1, 0.1, 0.0 



 

No. タグ名 設定値 

L2 低解像度：0.1, 0.1, 0.0 

輝度温度：0.1, 0.1, 0.0 

物理量：0.25, 0.25, 0.0 

9 ModelTiePointTag 0.0, 0.0, 0.0, -180.0, 90.0, 0.0 

10 GTModelTypeGeoKey ModelTypeGeographic 

11 GTRasterTypeGeoKey RasterPixelIsArea 

12 GeographicTypeGeoKey GCS_WGS_84 

13 GeogGeodeticDatumGeoKey Datum_WGS84 

14 GeogAngularUnitsGeoKey Angular_Degree 

15 GeogEllipsoidGeoKey Ellipse_WGS_84 

表 8 GCOM-W プロダクトの GeoTIFF ヘッダ部のタグ設定値一覧（ポーラステレオ図法） 

No. タグ名 設定値 

1 TIFFTAG_ImageWidth ピクセル数 

2 TIFFTAG_ImageLength ライン数 

3 BitsPerSample 16 

4 TIFFTAG_Compression Uncompressed 

5 TIFFTAG_PhotometricInterpretation BlackIsZero 

6 TIFFTAG_SamplesPerPixel 1 

7 TIFFTAG_SampleFormat 輝度温度：Unsigned Integer 

物理量：Signed Integer 

8 GTModelTypeGeoKey ModelTypeProjected 

9 GTRasterTypeGeoKey RasterPixelIsArea 

10 GTCitationGeoKey 輝度温度北半球：NSIDC Sea Ice Polar Stereographic North 

輝度温度南半球：NSIDC Sea Ice Polar Stereographic South 

海氷密接度北半球：NSIDC Sea Ice Polar Stereographic 

North 

海氷密接度南半球：NSIDC Sea Ice Polar Stereographic 

South 

海雪深北半球：JAXA Snow Depth Polar Stereographic North 

11 GeogCitationGeoKey Unspecified datum based upon the Hughes 1980 ellipsoid 

12 GeogSemiMajorAxisGeoKey 6378273.0 

13 GeogSemiMinorAxisGeoKey 6356889.449 

14 ProjLinearUnitsGeoKey Linear_Meter 

15 ProjOriginLatGeoKey 輝度温度北半球：70.0 

輝度温度南半球：-70.0 

海氷密接度北半球：70.0 

海氷密接度南半球：-70.0 

海雪深北半球：70.0 

16 ProjFalseEastingGeoKey 0.0 

17 ProjFalseNorthingGeoKey 0.0 

18 ProjScaleAtOriginGeoKey 1.0 

19 ProjStraightVertPoleLongGeoKey 輝度温度北半球：-45.0 

輝度温度南半球：0.0 

海氷密接度北半球：-45.0 

海氷密接度南半球：0.0 

海雪深北半球：90.0 

 

  



 

 

C) JASMES プロダクト 

JASMES プロダクトのヘッダ部に設定しているタグと設定値を表 9 に示します。 

表 9 JASMES プロダクトの GeoTIFF ヘッダ部のタグ設定値一覧（等緯度経度図法） 

No. タグ名 設定値 

1 TIFFTAG_ImageWidth ピクセル数 

2 TIFFTAG_ImageLength ライン数 

3 TIFFTAG_BitsPerSample rgb：8,8,8 

wf、snwcfr_ghrm5c、snwcfr_ghrm10c、snwcfr：8 

上記以外：32 

4 Compression Uncompressed 

5 TIFFTAG_PhotometricInterpretation rgb：RGB 

上記以外：BlackIsZero 

6 TIFFTAG_SamplesPerPixel rgb：3 

上記以外：1 

7 TIFFTAG_SampleFormat rgb：Unsigned Integer, Unsigned Integer, Unsigned 

Integer 

wf、snwcfr_ghrm5c、snwcfr_ghrm10c、snwcfr：Unsigned 

Integer 

上記以外：Floating Point 

8 ModelPixelScaleTag 360/ピクセル数,180/ライン数,0 

9 ModelTiePointTag 全球: 0.0, 0.0, 0.0, -180.025, 90.025, 0.0 
日本域：0.0, 0.0, 0.0, 122.995, 50.005, 0.0 

タイ域：0.0, 0.0, 0.0, 89.995, 25.005, 0.0 

ゴビ砂漠：0.0, 0.0, 0.0, 74.975, 50.025, 0.0 

10 GTModelTypeGeoKey ModelTypeGeographic 

11 GTRasterTypeGeoKey RasterPixelIsArea 

12 GeographicTypeGeoKey GCS_WGS_84 

13 GeogAngularUnitsGeoKey Angular_Degree 

 

D) 地球観測衛星（Aqua）プロダクト 

地球観測衛星（Aqua）プロダクトのヘッダ部に設定しているタグと設定値を表 10、表 11 に

示します。 

表 10 Aqua プロダクトの GeoTIFF ヘッダ部のタグ設定値一覧（等緯度経度図法） 

No. タグ名 設定値 

1 TIFFTAG_ImageWidth ピクセル数 

2 TIFFTAG_ImageLength ライン数 

3 BitsPerSample 16 

4 Compression Uncompressed 

5 TIFFTAG_PhotometricInterpretation BlackIsZero 

6 TIFFTAG_SamplesPerPixel 1 

7 TIFFTAG_SampleFormat L1B：Unsigned Integer 

L2 高解像度：Signed Integer 

L2 低解像度：Signed Integer 

輝度温度：Unsigned Integer 

物理量：Signed Integer 

8 ModelPixelScaleTag L1B：0.1, 0.1, 0.0 

L2 高解像度：0.1, 0.1, 0.0 

L2 低解像度：0.1, 0.1, 0.0 

輝度温度：0.1, 0.1, 0.0 



 

No. タグ名 設定値 

物理量：0.25, 0.25, 0.0 

9 ModelTiePointTag 0.0, 0.0, 0.0, -180.0, 90.0, 0.0 

10 GTModelTypeGeoKey ModelTypeGeographic 

11 GTRasterTypeGeoKey RasterPixelIsArea 

12 GeographicTypeGeoKey GCS_WGS_84 

13 GeogGeodeticDatumGeoKey Datum_WGS84 

14 GeogAngularUnitsGeoKey Angular_Degree 

15 GeogEllipsoidGeoKey Ellipse_WGS_84 

表 11 Aqua プロダクトの GeoTIFF ヘッダ部のタグ設定値一覧（ポーラステレオ図法） 

No. タグ名 設定値 

1 TIFFTAG_ImageWidth ピクセル数 

2 TIFFTAG_ImageLength ライン数 

3 BitsPerSample 16 

4 TIFFTAG_Compression Uncompressed 

5 TIFFTAG_PhotometricInterpretation BlackIsZero 

6 TIFFTAG_SamplesPerPixel 1 

7 TIFFTAG_SampleFormat 輝度温度：Unsigned Integer 

物理量：Signed Integer 

8 GTModelTypeGeoKey ModelTypeProjected 

9 GTRasterTypeGeoKey RasterPixelIsArea 

10 GTCitationGeoKey 輝度温度北半球：NSIDC Sea Ice Polar Stereographic North 

輝度温度南半球：NSIDC Sea Ice Polar Stereographic South 

海氷密接度北半球：NSIDC Sea Ice Polar Stereographic 

North 

海氷密接度南半球：NSIDC Sea Ice Polar Stereographic 

South 

海雪深北半球：JAXA Snow Depth Polar Stereographic North 

11 GeogCitationGeoKey Unspecified datum based upon the Hughes 1980 ellipsoid 

12 GeogSemiMajorAxisGeoKey 6378273.0 

13 GeogSemiMinorAxisGeoKey 6356889.449 

14 ProjLinearUnitsGeoKey Linear_Meter 

15 ProjOriginLatGeoKey 輝度温度北半球：70.0 

輝度温度南半球：-70.0 

海氷密接度北半球：70.0 

海氷密接度南半球：-70.0 

海雪深北半球：70.0 

16 ProjFalseEastingGeoKey 0.0 

17 ProjFalseNorthingGeoKey 0.0 

18 ProjScaleAtOriginGeoKey 1.0 

19 ProjStraightVertPoleLongGeoKey 輝度温度北半球：-45.0 

輝度温度南半球：0.0 

海氷密接度北半球：-45.0 

海氷密接度南半球：0.0 

海雪深北半球：90.0 

 

E) 気候変動観測衛星（GCOM-C）プロダクト 

気候変動観測衛星（GCOM-C）プロダクトのヘッダ部に設定しているタグと設定値を表 12 に

示します。 



 

表 12 COM-C プロダクトの GeoTIFF ヘッダ部のタグ設定値一覧（等緯度経度図法） 

No. タグ名 設定値 

1 TIFFTAG_ImageWidth ピクセル数 

2 TIFFTAG_ImageLength ライン数 

3 BitsPerSample 8 

16 

4 Compression Uncompressed 

5 TIFFTAG_PhotometricInterpretation BlackIsZero 

6 TIFFTAG_SamplesPerPixel 1 

7 TIFFTAG_RowsPerStrip 1 

8 TIFFTAG_SampleFormat Unsigned Integer 

9 ModelPixelScaleTag 1 画素のモデル空間におけるサイズを設定（画像により変動） 

10 ModelTiePointTag ラスター画像情報と地理座標情報の重ね合わせポイントを設定

（画像により変動） 

11 GTModelTypeGeoKey ModelTypeGeographic 

12 GTRasterTypeGeoKey RasterPixelIsArea 

13 GeographicTypeGeoKey GCS_WGS_84 

14 GeoCitationGeoKey WGS 84 

15 GeogAngularUnitsGeoKey Angular_Degree 

16 GeogSemiMajorAxisGeoKey 6378137.0 

17 GeogInvFlatteningGeoKey 298.257223563 

 

データ部 出力仕様 

出力するプロダクト種別については、「付録 A」を参照してください。 

 

A) 全球降水観測衛星（GPM）プロダクト 

データ部に設定する値については、変換元の入力ファイルのデータ型や scale factor など

と同様の値となります。 

 

B) 水循環観測衛星（GCOM-W）プロダクト 

データ部に設定する値については、変換元の入力ファイルのデータ型や scale factor など

と同様の値となります。 

 

C) JASMES プロダクト 

rgb、wf、snwcfr_ghrm5c、snwcfr_ghrm10c、snwcfr に設定する値については、変換元の入力

ファイルのデータ型や scale factor などと同様の値となります。 

上記以外の入力ファイルの場合は、slope 値、offset 値を利用して float 型に変換した値を

設定します。ただし、入力ファイルに非許容値が設定されている場合は、-10 を設定します。 

 

D) 地球観測衛星（Aqua）プロダクト 

データ部に設定する値については、変換元の入力ファイルのデータ型や scale factor など

と同様の値となります。 

 

E) 気候変動観測衛星（GCOM-C）プロダクト 

データ部に設定する値については、変換元の入力ファイルのデータ型や scale factor など

と同様の値となります。 



 

KMZ 出力仕様 

KMZ ファイルは、KML ファイルと TIFF ファイルから構成されます。 

 

KML ファイル出力仕様 

 

A) 全球降水観測衛星（GPM）プロダクト 

全球降水観測衛星（GPM）プロダクトの KML ファイルに設定しているタグと設定値を表 13 に

示します。 

表 13 GPM プロダクトの KML ファイルのタグ設定値一覧 

No. タグ名 設定値 

1 kml- GroundOverlay-name TIFF ファイル名(拡張子なし) 

2 kml- GroundOverlay-Icon-href TIFF ファイルパス 

3 kml- GroundOverlay-LatLonBox-north GSMap Hourly L3：90.000000 

GSMap Monthly L3：90.000000 

DPR Daily L3：67.000000 

DPR Monthly L3：67.000000 

4 kml- GroundOverlay-LatLonBox-south GSMap Hourly L3：-90.000000 

GSMap Monthly L3：-90.000000 

DPR Daily L3：-67.000000 

DPR Monthly L3：-67.000000 

5 kml- GroundOverlay-LatLonBox-east 180.000000 

6 kml- GroundOverlay-LatLonBox-west -180.000000 

 

B) 水循環観測衛星（GCOM-W）プロダクト 

水循環観測衛星（GCOM-W）プロダクトの KML ファイルに設定しているタグと設定値を表 14

に示します。 

表 14 GCOM-W プロダクトの KML ファイルのタグ設定値一覧 

No. タグ名 設定値 

1 kml- GroundOverlay-name TIFF ファイル名(拡張子なし) 

2 kml- GroundOverlay-Icon-href TIFF ファイルパス 

3 kml- GroundOverlay- 

gx:LatLonQuad-coordinates 

左下座標(-180.00,-90.00,0.0) 右下座標(180.00,-90.00,0.0)  

右上座標 (180.00,90.00,0.0)  左上座標(-180.00,90.00,0.0) 

 

C) JASMES プロダクト 

JASMES プロダクトの KML ファイルに設定しているタグと設定値を表 15 に示します。 

表 15 JASMES プロダクトの KML ファイルのタグ設定値一覧 

No. タグ名 設定値 

1 kml- GroundOverlay-name TIFF ファイル名(拡張子なし) 

2 kml- GroundOverlay-Icon-href TIFF ファイルパス 

3 kml- GroundOverlay-LatLonBox-north 全球：90.025000 

日本域：50.005000 

タイ域：25.005000 

ゴビ砂漠：50.025000 

4 kml- GroundOverlay-LatLonBox-south 全球：-90.025000 

日本域：23.995000 

タイ域：-5.005000 

ゴビ砂漠：26.975000 



 

No. タグ名 設定値 

5 kml- GroundOverlay-LatLonBox-east 全球：359.975000 

日本域：150.005000 

タイ域：120.005000 

ゴビ砂漠：147.025000 

6 kml- GroundOverlay-LatLonBox-west 全球：-0.025000 

日本域：122.995000 

タイ域：89.995000 

ゴビ砂漠：74.975000 

 

D) 地球観測衛星（Aqua）プロダクト 

地球観測衛星（Aqua）プロダクトの KML ファイルに設定しているタグと設定値を表 16 に示し

ます。 

表 16 Aqua プロダクトの KML ファイルのタグ設定値一覧 

No. タグ名 設定値 

1 kml- GroundOverlay-name TIFF ファイル名(拡張子なし) 

2 kml- GroundOverlay-Icon-href TIFF ファイルパス 

3 kml- GroundOverlay- 

gx:LatLonQuad-coordinates 

左下座標(-180.00,-90.00,0.0) 右下座標(180.00,-90.00,0.0)  

右上座標 (180.00,90.00,0.0)  左上座標(-180.00,90.00,0.0) 

 

TIFF ファイル 出力仕様 

出力するプロダクト種別については、「付録 A」を参照してください。 

 

A) 全球降水観測衛星（GPM）プロダクト 

データ部に設定する値については、変換元の入力ファイルのデータ値を付録 B のカラーバー

(カラーマップ)にて、RGB に変換した値を設定します。 

 

B) 水循環観測衛星（GCOM-W）プロダクト 

データ部に設定する値については、変換元の入力ファイルのデータ値を付録 B のカラーバー

(カラーマップ)にて、RGB に変換した値を設定します。 

 

C) JASMES プロダクト 

データ部に設定する値については、slope 値、offset 値を利用して算出した値を付録 B のカ

ラーバー(カラーマップ)にて、RGB に変換した値を設定します。 

 

D) 地球観測衛星（Aqua）プロダクト 

データ部に設定する値については、変換元の入力ファイルのデータ値を付録 B のカラーバー

(カラーマップ)にて、RGB に変換した値を設定します。 

 

NetCDF 出力仕様 

NetCDF の出力仕様については AMSR 系列センサのフォーマット変換説明書 5 章を参照。 

https://gportal.jaxa.jp/gpr/assets/mng_upload/GCOM-W/format_guide.pdf 

 

https://gportal.jaxa.jp/gpr/assets/mng_upload/GCOM-W/format_guide.pdf


 

利用事例 

画像ビューワーでの利用 

画像データとして扱えるため、GIS ソフトウェアを利用していない一般の利用者の方でも画像ビュー

ワー（ペイント、フォトビューワーなど）利用することでデータを可視的に参照することが出来ます。

また、色調補正などの簡単な編集も可能です。 

画像データは、ブログ、ドキュメントなどの素材として 2 次利用も可能です。 

 

➢ 全球降水観測衛星（GPM）プロダクト画像の参照、編集 

 

図 12 全球降水観測衛星（GPM）プロダクト画像の参照、編集例 

 

➢ 水循環観測衛星（GCOM-W）、地球観測衛星（Aqua）プロダクト、気候変動観測衛星（GCOM-C）

プロダクト画像の参照、編集 

 

図 13 水循環観測衛星（GCOM-W）、地球観測衛星（Aqua）、気候変動観測衛星（GCOM-C）プロ

ダクト画像の参照、編集例 

 

➢ JASMES プロダクト画像の参照、編集 

 

図 14 JASMES プロダクト画像の参照、編集例 

  



 

GIS ソフトウェアでの利用 

GeoTIFF ファイルは一般的な GIS ソフトウェア（ArcGIS、QGIS など）で読み取ることが出来るため、

容易に地図上にマッピングしたデータの参照が出来るほか、分析、編集等の様々な GIS ソフトウェア機

能を利用することが出来ます。 

同様に KMZ ファイルについては Google Earth 等を利用して、地図上にマッピングしたデータの参照

が出来ます。 

 

➢ 全球降水観測衛星（GPM）プロダクトの参照 

 

図 15  GIS ソフトウェアを利用した全球降水観測衛星（GPM）プロダクトの参照例 

 

➢ 水循環観測衛星（GCOM-W）、地球観測衛星（Aqua）、気候変動観測衛星（GCOM-C）プロダク

トの参照 

 

図 16  GIS ソフトウェアを利用した水循環観測衛星（GCOM-W）、地球観測衛星

（Aqua）、気候変動観測衛星（GCOM-C）プロダクトの参照例 

 

➢ JASMES プロダクトの参照 

 

図 17  GIS ソフトウェアを利用した JASMES プロダクトの参照例 

  

参照 ArcGIS 参照 QGIS 参照 Google earth参照 Google Earth参照 ArcGIS 参照 QGIS 参照 Google Earth 

参照 ArcGIS (投影法: ﾎﾟｰﾗｽﾃﾚｵ) 参照 QGIS 参照 Google Earth 

参照 ArcGIS 参照 QGIS 参照 Google Earth 



 

➢ 全球降水観測衛星（GPM）プロダクトの GIS ソフトウェアによるデータ参照

 

図 18  全球降水観測衛星（GPM）プロダクトの GIS ソフトウェアによるデータ参照の一例 

 

➢ 水循環観測衛星（GCOM-W）、地球観測衛星（Aqua）、気候変動観測衛星（GCOM-C）プロダク

トの GIS ソフトウェアによるデータ参照 

 

図 19  水循環観測衛星（GCOM-W）、地球観測衛星（Aqua）、気候変動観測衛星（GCOM-

C）プロダクトの GIS ソフトウェアによるデータ参照の一例 

 

➢ JASMES プロダクトの GIS ソフトウェアによるデータ参照 

 

図 20  JASMES プロダクトの GIS ソフトウェアによるデータ参照の一例 
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分析 データテーブル表示  分析 グラフ表示  配信 ArcServer を利用したデータ配信  
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